
釧路工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 電気工学実験III
科目基礎情報
科目番号 0047 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気工学分野 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 配布テキスト
担当教員 高木 敏幸,鈴木 俊哉,伊藤 光樹
到達目標
各実験項目の計測原理・方法を理解し、計測器を使用できる。さらに、それらの結果を考察し、報告書を作成することができる。
班のメンバーと協力し，円滑かつ効率的な実験を行うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 座学で学んだ基礎知識と実験の関
係を十分に理解している。

座学で学んだ基礎知識と実験の関
係を理解している。

座学で学んだ基礎知識と実験の関
係を理解していない。

評価項目2
報告書において、データの正確な
解析と論理的な説明が十分にでき
る。

報告書において、データの正確な
解析と論理的な説明ができる。

データの正確な解析と論理的な説
明ができず、報告書を提出できな
い。

評価項目3
班員と綿密に協力して、円滑かつ
効率的に実験を行うことができる
。

班員と協力して、円滑かつ効率的
に実験を行うことができる。

班員と協力できず、円滑かつ効率
的に実験を行うことができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 D 学習・教育到達度目標 E
教育方法等
概要 電気回路および電気磁気学で学んだ交流電力の理論、交流電力の測定器、照明光源、電気材料、高電圧などについて実

験を通して学習する。

授業の進め方・方法 クラスを班に分けて１テーマ１班で行う。テーマ毎に実験指導日を設け，当該テーマの実験指導およびレポート評価を
行う。

注意点 本実験は、3 学年の電気回路を基礎とする。実験ノートおよび定規、方眼グラフを準備する。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 実験概要および報告書の体裁および内容について理解
する。

2週 R-L 回路のベクトル軌跡 R-L 回路の抵抗およびコイルの直列・並列回路におけ
る電圧電流のベクトル図の概念を理解出来る。

3週 報告書作成 実験データを整理、結果についての考察・検討を行い
、報告書を作成する。

4週 エプスタイン装置による鉄損測定 エプスタイン装置により鉄損を測定し、磁化材料の磁
化曲線を求めることができる。

5週 報告書作成 実験データを整理、結果についての考察・検討を行い
、報告書を作成する。

6週 衝撃電圧試験・碍子のフラッシュオーバー試験 衝撃電圧発生器の原理を理解し、その操作、波形観測
、電圧測定方法を習得する。

7週 報告書作成 実験データを整理、結果についての考察・検討を行い
、報告書を作成する。

8週 報告書指導 報告書の体裁および内容について指導を受け、当該テ
ーマの理解を深める。

2ndQ

9週 積算電力計の誤差試験 負荷電流、印加電流による誘導型積算電力計の誤差特
性を理解できる。

10週 報告書作成 実験データを整理、結果についての考察・検討を行い
、報告書を作成する。

11週 単相電力計の誤差特性
単相電力計・無効電力計の接続方法を習得するととも
に、電力・無効電力および皮相電力関係を理解できる
。

12週 報告書作成 実験データを整理、結果についての考察・検討を行い
、報告書を作成する。

13週 白熱電球および蛍光灯の特性試験 球形光束計の原理、光束測定方法および配光曲線を習
得し、その特性曲線を求めることができる。

14週 報告書作成 実験データを整理、結果についての考察・検討を行い
、報告書を作成する。

15週 報告書指導 報告書の体裁および内容について指導を受け、当該テ
ーマの理解を深める。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力
分野別の工
学実験・実
習能力

電気・電子
系分野【実
験・実習能
力】

電気・電子
系【実験実
習】

電圧・電流・電力などの電気諸量の測定が実践できる。 4
抵抗・インピーダンスの測定が実践できる。 4
オシロスコープを用いて実際の波形観測が実施できる。 4
電気・電子系の実験を安全に行うための基本知識を習得する。 4
キルヒホッフの法則を適用し、実験結果を考察できる。 4



分流・分圧の関係を適用し、実験結果を考察できる。 4
ブリッジ回路の平衡条件を適用し、実験結果を考察できる。 4
重ねの理を適用し、実験結果を考察できる。 4
インピーダンスの周波数特性を考慮し、実験結果を考察できる。 4
共振について、実験結果を考察できる。 4

評価割合
実験態度 報告書 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 40 60 0 0 0 0 100
基礎的能力 40 60 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


